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ゼロカーボンの取組みについて

令和８年度第１回松本「シンカ」推進会議資料

環境・地域エネルギー課
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１ 松本市のゼロカーボン実現に向けた近年の取組み

年度 これまでの松本市の主な取組み

Ｒ２（2020） ・気候非常事態宣言及び２０５０ゼロカーボンシティを表明

Ｒ３（2021）
・松本市環境部が「環境エネルギー部」に組織再編
・第１１次基本計画においてゼロカーボンを重点戦略として位置づけ
・松本平ゼロカーボン・コンソーシアム（ＭＺＣＣ）設立

Ｒ４（2022）

・脱炭素先行地域として採択
・松本市ゼロカーボン実現条例制定
・松本市役所ゼロカーボン実現プラン（事務事業編）策定
・まつもとゼロカーボン実現計画（区域施策編）策定

Ｒ５（2023） ・路線バスを公設民営化

Ｒ６（2024）

・松本市の豊かな環境を守り適正な太陽光発電事業を推進する条例施行
・松本市ゼロカーボン推進本部設置
・松本平ゼロカーボンエネルギー株式会社（ＭＺＣＥ）設立（他７者と共同出資）
・気候市民会議まつもとを開催、ゼロカーボン市民アクションプラン in まつもとが完成

Ｒ７（2025）

・上位計画である第12次基本計画、環境基本計画において「市民アクションプランの市民運動への展開」
を位置づけ

・ゼロカーボン市民アクションプラン in まつもとを施策の中軸に位置づけ、施策パッケージを予算化
・脱炭素先行地域の辞退を表明

Ｒ８（2026）
・ゼロカーボン市民アクションプラン in まつもとを広範な市民運動へ広げるため「ゼロカーボン
市民アクションプラン推進パッケージ１．０」として公表、展開
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２ 松本平ゼロカーボンエネルギー株式会社（ＭＺＣＥ）

✔フェーズ１ Ｒ６～（立上げ期） 公共施設で実証、ノウハウ蓄積

↓

✔フェーズ２ Ｒ９～（展開期） 一般家庭/民間企業への展開開始、電源調達範囲内で電力供給を拡大

主な
事業内容

太陽光PPA事業小売り電気事業
・脱炭素の周知
啓発

・地域課題解決に
資する事業

松本クリーンセンター
公共施設

地域エネルギー
事業会社

松本クリーンセンターの
廃棄物発電の余剰電力を調達し、公共

施設へ供給

買取 売電

市民の脱炭素への
意識変容や

教育に繋がる施設
に供給

地域エネルギー
事業会社

公共施設
（学校・福祉施設など）

電気代設備を設置

事業目的

太陽光パネルを公共施設に設置
公共施設から売電収入を得る

再エネの供給・開発と良いサービスの提供により松本平の脱炭素社会を実現し、
地域内経済循環の構築と地域課題解決に貢献する。

0円で設備を設置
電気代を支払い
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施設名

小学校
２８校

旭町小、梓川小、今井小、岡田小、開智小、開明小、鎌
田小、現地小、寿小、四賀小、芝沢小、島内小、島立小、
清水小、菅野小、田川小、筑摩小、中山小、並柳小、波
田小、二子小、本郷小、明善小、山辺小、芳川小、安曇
小中、大野川小中、奈川小中

中学校
１７校

会田中、旭町中、梓川中、開成中、鎌田中、清水中、信
明中、菅野中、高綱中、筑摩野中、波田中、松島中、丸
の内中、明善中、女鳥羽中、山辺中、組合立鉢盛中

その他
１２施設

松本城、松本市立博物館、エア・ウォーターアリーナ松
本、中央図書館、こどもプラザ（筑摩）、大手公民館、
第三地区公民館、宮渕浄化センター、両島浄化センター、
城山介護老人保健施設、北部福祉複合施設、情報創造館
庁舎

市有施設２施設でオンサイトＰＰＡを導入開始

✔令和７年度～

松本クリーンセンターの廃棄物発電由来の再エネ電気を市内小中学校等５７施設に供給開始

✔令和８年度～
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２ 気候市民会議まつもと

・無作為抽出により参加者を募集

・全６回開催

・松本市の縮図となる地域や年齢が多様な約５０名が参加

・「ゼロカーボン市民アクションプラン in まつもと」として
５０の市民アクションを平易な言葉で取りまとめ

第６回 気候市民会議
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気候市民会議まつもと

５０の市民アクション

ゼロカーボン市民アクションプラン in まつもと

知ろう！聞こう！始めよう！

✔知ろう！ まずは気候変動や脱炭素を学ぶ
✔聞こう！ 仲間や専門家に相談しながら考える
✔始めよう！ できることから実践する
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ゼロカーボン市民アクションプラン推進パッケージ１．０

知ろう！
（認知拡大）

聞こう！
（相談支援）

始めよう！
（実行支援）

９２事業 ２事業 ６２事業

合計１５６事業

（対象：全市民 メインターゲット：Ｚ世代～子育て世代（2050年に中堅・社会を動かす方々）

一人ひとりが行動できる市民運動へと展開するため、

主な新規事業
✔次世代環境アクションリーダー養成事業 ✔住まいのゼロカーボン相談カウンター
✔まつもとくらしと気候のゼロカフェ ✔再生可能エネルギー電力切替奨励金

全部局による総合的なパッケージにより、２０５０年ゼロカーボンシティを実現します
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松本市は、市民憲章で「自然を愛し、美しいまちをつくりましょう」とうたっています。

ご清聴ありがとうございました。

上高地 美ヶ原

私たちの暮らしや産業は、豊かな自然の恵みの上に成り立っています。

ゼロカーボンは、このかけがえのない自然と、子どもたちの未来を守るための取組みです。

２０５０ゼロカーボンシティ実現に向け引き続きご支援・ご協力をお願いいたします。
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令 和 ８ 年 度 第 1 回 松 本 「 シ ン カ 」 推 進 会 議

サイクルツーリズム推進の取り組み

自転車を楽しむ三ガク都まつもとへ

自転車推進課
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１．前回会議の振り返り

2
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１．前回会議の振り返り

3
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１．前回会議の振り返り

4
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・令和６年度から「サイクリストに優しい宿」の認定制度を開始し、客室

や屋内で自転車を保管できる等、サイクリストに寄り添ったサービスを提

供する施設の情報を発信しています。

・令和５年度、令和８年度に長野県で、サイクリストの受入環境の整備に

関する補助制度が創設され、本市では、関係各所に周知をしました。

サイクルトレインや自転車が乗せられるバス等、既存交通インフラの活用

高額な自転車を安心して保管できる置場の整備意見①

意見②

5

本市ＨＰ及び観光公式ＨＰ「松本旅のしらべ」に、以下のサイクルトレ

インやバスへの自転車積載サービスについて、情報を掲載しました。

・アルピコ交通上高地線で、サイクルトレインのサービスを実施

・アルピコ交通の路線バス、特急バス、昼行便の高速バスで、専用の袋に

入れた自転車をトランクで預かるサービスを実施

２．意見の反映状況（本格派層）
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２．意見の反映状況（本格派層）

令和７年度から「サイクリングオアシス」の認定制度を開始し、サイクリストが気軽に

立ち寄れる市内の店舗や施設の情報を発信しています。

自転車店に当制度への協力を求め、地域におけるサポート体制の強化を図ります。

本格的なサイクルツーリズムは長時間・長距離のため、サポートカーが必要意見③

6
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自転車ステーション数
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信州スカイパークにおいて、園内で楽しめるサイクリング用の自転車や

おもしろ自転車をレンタルしており、子どもや家族連れが気軽に自転車を

楽しめるサービスを提供しています。

本市ＨＰにおいて、情報の発信をしています。

シェアサイクルの充実

子どもや家族連れが気軽に楽しめるコースの整備意見④

意見⑤

7

・令和６年度に、スポーツタイプの電動アシスト付自転車「ｅ－ＢＩＫＥ」

の専用ステーションを開設しました。

・シェアサイクルステーション及び自転車の台数の拡充を図っています。

２．意見の反映状況（一般・ファミリー層）

シェアサイクル拡充の推移

自転車数
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・長野県で作成した交通ルールに関するチラシ（英語・中国語）を松本駅

サイクルステーションにて掲示・配架し、周知に取り組んでいます。

・シェアサイクル利用者向けの周知方法について、シェアサイクル運営事

業者と検討をしています。

普通の田舎暮らしを求める声への対応

交通ルールを含めた安全面が課題意見⑥

意見⑦

8

・ S a t o y a m a V i l l a本陣やM a t s u m o t o E x p e r i e n c e等の事業者が、里山を巡る

サイクリングツアーを実施しています。

・令和７年度に、農政課や松本観光コンベンション協会等と連携して、農

業体験とサイクリングを組み合わせたツアーを３回催行しました。

今後もイベントとサイクリングを組み合わせたツアーの実施を検討しま

す。

２．意見の反映状況（インバウンド）
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２．意見の反映状況（インバウンド）

・令和６年度に、観光サイクリングルート「絶景めぐりルート」を整備した際、路面標示

に英語を併記しました。

・令和元年度以降、 J a p a n A l p s C y c l i n g R o a dの案内看板や矢羽根マークが順次整備され、

看板及び路面標示には英語を併記しています。

多言語化対応（案内サイン等）意見⑧

9
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地域の受入態勢の整備

サイクリング環境の整備

プロモーション

誘客

・松本駅サイクルステーションの整備

・絶景めぐりルート、JapanAlpsCyclingRoadの整備

・e-BIKEのレンタル

・プロモーション動画の制作

・YouTube動画広告の配信

・公式観光ＨＰにサイクリング特設サイト開設

各施策の成果として誘客を実現

・サイクリストに優しい宿の認定

・サイクリングオアシスの認定

10

３．実施施策
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サイクリストに優しい宿 サイクリングオアシス

サイクリストが安心して快適に宿泊できる

よう、自転車の客室への持ち込みや、チェッ

クイン前、チェックアウト後の荷物の一時預

かり等、サイクリストの受入環境が整備され

ている施設を認定し、情報発信をしています

。

サイクリストが気軽に立ち寄れるよう、ト

イレの貸出しや給水サービス等、サイクリス

トの受入環境が整備されている店舗及び施設

を認定し、情報発信をしています。

11

【認定件数】

現状：２１件 ／ 目標：３０件

【認定件数】

現状：２０件 ／ 目標：３０件

令和６年度～ 令和７年度～

３．実施施策（地域の受入態勢の整備）
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松本駅サイクルステーション e－B IKEのレンタル
絶景めぐりルート、

J apanA l p sCyc l i n gRoadの整備

電車やバス等に自転車を載せ 、 移

動先でサイクリングを楽しむ方が、

自転車の組立、解体、メンテナンス

、着替えができるスペースを、松本

駅前広場に設けました。自転車利用

者であれば、誰でも無料で利用でき

ます。

３つある観光サイクリングルート

のうち、最も延長が長い「絶景めぐ

りルート（約３０㎞）」について、

分岐部等に路面標示を設置し、６か

所の休憩スポットを整備しました。

県と連携して J a p a n A l p s C y c l i n g

R o a dの整備に取り組んでいます。

12

【利用者数】

令和６年度：３．７人／日(10月29日～12月13日)

令和７年度：５．３人／日(４月17日～11月30日)

【JapanAlpsCyclingRoadの市道整備延長】

整備済７．５㎞／９．８㎞（整備率７７％）

※未整備区間について、舗装の全面改修後

の令和１０年度に整備予定

松本駅前において、スポーツタ

イプの電動アシスト付自転車「ｅ

－ＢＩＫＥ」のレンタルサービス

を行っています。

シェアサイクルのアプリから利

用できます。

【利用回数】

令和７年度：１．１回／日(５月１日～11月31日)

令和６年度～ 令和６年度～ 令和７年度～

３．実施施策（サイクリング環境の整備）
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プロモーション動画の制作
公式観光HP

サイクリング特設サイト開設
YouTube動画広告配信

サイクリングに特化したプロモ

ーション動画を、国内向け、海外

向けに計３本制作しました。

制作したプロモーション動画を

Yo u Tu b e動画広告として、国内外

に配信しました。

公式観光H P「松本旅のしらべ」

内にサイクリングの特設サイトを

開設しました。

13

令和７年度～ 令和７年度～ 令和８年度～

【動画広告配信の視聴回数】

国内：約１３万回

台湾：約８万回

アメリカ：約１４万回

オーストラリア：約１５万回

タイ：約１３万回

３．実施施策（プロモーション）

【制作動画】

国内向け：３０秒（配信用）

国内向け：１８０秒（完全版）

海外向け：９０秒（配信用）

【ページビュー数】

４月：１５６回

５月：２７２回
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●サイクリングオアシスサイクリストの利用者数●サイクリストに優しい宿サイクリストの宿泊者数

４．成果
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●シェアサイクル利用回数

増加基調で推移
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●観光サイクリングルート認知度アンケート（Ｒ７）

知っていて走ったことがある 知っていて走ってみたいと思う 知っているが走りたいと思わない 知らない

若年層（34歳以下） 9.5% 49.2% 14.3% 27.0%

中年層（35～64歳） 7.7% 26.2% 10.9% 55.2%

高齢層（65歳以上） 5.6% 7.4% 16.7% 70.4%

全体 7.7% 27.7% 12.7% 52.0%

●松本駅サイクルステーション用途別利用者数（Ｒ７）
※防犯カメラの映像でカウント

空気入れ 448

解体 120

組立 84

メンテナンス 90

チラシ 62

着替え 14

●松本駅サイクルステーション利用者別（Ｒ７）
※防犯カメラの映像でカウント

サイクリスト 387

高校生・大学生 207

社会人 193

外国人 47

15

４．成果

若年層で、認知度が高く

走行意欲も高い

解体、組立といった施設の

趣旨に合った使われ方がさ

れている。

サイクリストの利用が

最も多く、施設の趣旨に

合った使われ方がされて

いる。
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環境整備

・松本駅周辺や観光スポットのサイクリング環境の整備

（レンタサイクルやガイドツアー、自転車の預かりサービス）

・中心市街地で気軽に駐輪できるスペースの充実

・県と連携しJapanAlpsCyclingRoadの松本市域全線の整備

サービス・連携

・サイクリストに優しい宿、サイクリングオアシスの拡充

・近隣自治体を繋ぐサイクリングルートの設定等、広域的な自治体

連携

コンテンツ・情報発信

・多彩なサイクリングルートの設定

・サイクリングツアーの造成

・市民が参加しやすい自転車イベントの実施

・ＳＮＳやインフルエンサーと連携する等、多様なチャネルを活用

した効果的な情報発信

・市民へのサイクリング文化の定着やサイクリストの誘客による地

域ブランディング

インバウンド対応

・サイクリングツアーの造成

・交通ルールの周知

・シェアサイクルの利用手段の多様化（ハローサイクリング以外の

アプリからの利用）

16

５．課題
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国内外のサイクリストから選ばれる

「サイクリングの聖地」を目指す
17

６．今後の展開

環境整備
・松本駅サイクルステーションの機能強化（駅ビルの改修に合わ

せアウトドアの拠点整備を検討）

・JapanAlpsCyclingRoad松本市域全線の整備推進

・中心市街地の駐輪スペース（ちょこっとパーキング）拡充

サービス・連携
・サイクリストに優しい宿・サイクリングオアシスの拡大

・近隣自治体と連携した広域サイクリングルートの検討

コンテンツ・情報発信

・レベルや目的に合わせた多彩なルートの設定

・観光コンベンション協会等と連携した効果的なプロモーション

・観光コンベンション協会や民間事業者によるサイクリングツア

ーの造成

・市民参加型イベントの検討

インバウンド対応

・外国人向けサイクリングツアーの造成

・交通ルール周知の強化

・シェアサイクル利用手段の多様化（Limeのアプリ連携）
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松 本 市 交 通 部 自 転 車 推 進 課

〒 3 9 0 - 8 6 2 0 長野県松本市丸の内 3番 7号 東庁舎４階

T E L . 0 2 6 3 - 3 4 - 3 2 4 5 M A I L . j i t e n s y a - s @c i t y . ma t s u mo t o . l g . j p

ご清聴ありがとうございました。

引き続き、サイクルツーリズム推進へのご支援・ご協力をよろしくお願いいたします！

18
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令和８年度 第１回松本「シンカ」推進会議

環境エネルギー部 森林環境課

唐松（カラマツ）

グリーンインフラの推進の取り組み

この街の未来を育てる、まつもとの木
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１．前回会議の振り返り（Ｒ５第３回シンカ会議配布資料より）
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２．意見を踏まえた取組状況（令和６～８年度）

意見① 里山整備を通じた循環、例えば薪などを資源として活用する

取組状況① 薪・ペレットストーブ本体購入に要する費用の補助金（木質バイオマス循環事業）により導
入を促進。（※年間約３０件以上導入）
森林長期ビジョンを推進する市民団体の活動において、松枯れ材を正しく燃料として使
う方法の講座を実施。（市民と森林をつなぐ事業）

意見② 地元産材を住宅建材として活用することで木を感じられる生活に繋がる

取組状況② 地域のカラマツ材（県産材）の使用し、住宅を新築・リフォームされる方に補助金（カラマ
ツ販路拡大事業）を実施（※年間５件以上 年あたり約３０㎥の活用）
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唐松（カラマツ）

２．意見を踏まえた取組状況（令和６～８年度）

意見④ 市の事業でもカラマツを使っていくことでもっと公的な信頼性が上がっていく

取組状況④ 公共施設においてカラマツを初めとする地域材の活用を実施（担当課実施）
・松本駅観光案内所 木質化（カラマツ） R6
・松本市立博物館 木製ベンチ等（カラマツ） R6
・松本駅前、中町通りベンチ（ヒノキ・サクラ・クリ等） R7
・アルプス公園 ウッドデッキ（スギ・ヒノキ） R7
・四賀環境学習の森ウッドデッキ（アカマツ） R8 他公共施設でも活用予定

意見③ 里山整備に関して、教育、保育の一環で活用の仕方を考えてもよい
里山の活用は、農業と一体的に考える必要がある。

取組状況③ 森林長期ビジョンを推進する市民団体の活動において、子ども等の環境学習の場として、
イベントを実施予定。また、奈川地区のくらし（里山と農業の一体管理）を伝えるイベント
として開催（市民と森林をつなぐ事業）
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３．課題・今後の展望について

・主要樹種のカラマツは主に県外の合板工場へ流通されており、地域内利用は少ない。
・地域内流通に関する素材生産・木材利用等を総合的に調整する機関またはプラットフォームが必要 等

市内で活動する川上から川下の各団体（林業事業体、製材・乾燥業者、設計・施工事業体）により組織され
た、松本市地域産材活用検討会議が発足。同年度に松本市地域産材の流通と活用に関する提言書を提出
されました。（令和６年３月２５日）
①地域産材を公共施設へ持続的に利用することによる地域内流通の促進
②地域産材の流通モデルの確立に向けて
③地域産材利活用に関するプラットフォーム（場：共通基盤）の創設
④地域産材に触れる場、学ぶ場の創出

提言書のうち①・④は実施中であり、今後も継続予定
②・③は令和８年度より新たな事業（森林林業循環型地域づくり事業）立ち上げ
事業期間３か年において流通モデル確立・プラットフォームの創設に向け取組予定

これにより、森林林業の持続可能な発展の足掛かりとしていきます。

主な課題

参考 地域材流通における提言について

今後の展望について
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令和８年度 第１回松本「シンカ」推進会議

建設部 都市計画課

グリーンインフラの推進の取り組み

もっと心地よく、出かけたくなるまちへ

出典：松本まちなかグリーンインフラアクションプラン

34



１．前回会議の振り返り（Ｒ５第３回シンカ会議配布資料より）
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２．意見を踏まえた取組状況（令和５～８年度）

意見① 緑や自然を感じながら休める場所・緑陰の整備

社会実験① 体験をとおしてまちなかグリーンインフラを知ってもらうため、松本駅お城口広場と
花時計公園に花木・樹木・ベンチを設置し、緑のくつろぎスポットを創出（R５年度）

社会実験② 「松本城三の丸エリアビジョン」の取組みとして、名店が集まる街のフードコート「みどり
食堂」を開催。辰巳の御庭にウッドデッキ、日除けなどを設置（R５年度～R７年度）
→R８年度当初予算に「辰巳の御庭」設計委託料を計上

「松本まちなかグリーンインフラアクションプラン」（R５年～１０年）に基づく社会実験

➀ Ｒ５ 花時計公園（社会実験） ➀ Ｒ５ 松本駅お城口広場（社会実験）

➁ Ｒ５ みどり食堂

➁ Ｒ６ みどり食堂
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２．意見を踏まえた取組状況（令和５～８年度）

意見① 緑や自然を感じながら休める場所・緑陰の整備

取組状況① 松本城南の外堀大通りに、山と街の緑の循環を発信するベンチを設置（R６年度）

取組状況② 整備してから年数が経過していた、中町藤棚をリニューアル整備（R７年度）

「松本まちなかグリーンインフラアクションプラン」（R５～１０年）に基づく整備事業

➂ Ｒ７ 松本駅お城口広場
※ 松本市産の木材を使用

➁ Ｒ７ 中町藤棚
※ ベンチ：長野県産

垂木：松本市産

➃ Ｒ７ 外堀大通り➀ Ｒ６ 外堀大通り
※ 松本市産の木材を使用

取組状況➂ （一社）ユニバーサルデザイン研究会が、市内中学生が考案した「だれでもベンチ」を具
現化・製作し、松本駅お城口広場に設置（R７年度）

取組状況➃ まちづくり組織「三の丸エリアプラットフォーム」が、松本城南の外堀大通りにベンチと
プランターを設置（R７年度）
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２．意見を踏まえた取組状況（令和５～８年度）

意見➁
意見➂

市民が楽しみながら管理できる仕組みの構築
地元の学生やアクティブシニアなどの参画

取組状況① 伊勢町のせせらぎを維持管理していた商店街組合の解散を受けて、地元住民や店舗関
係者、小中高生や市職員などが参加する、新たな形での清掃活動を実施（R５年度～）

取組状況② 県と連携し、あがたの森通りに日々関わりのある沿道事業者、地域住民などとともに計
５回のワークショップを開催し、「あがたの森通り再整備計画（案）」を策定（R７年度）

「松本まちなかグリーンインフラアクションプラン」（R５～１０年）に基づく取組み

取組状況➂ 「鯛萬の井戸」の清掃活動に取り組むボランティアの方と、井戸の維持管理やコミュニ
ティーとの関わりを研究する、法政大学野田准教授との意見交換会を実施（R７年度）

➀ Ｒ５～ 伊勢町せせらぎ
学校と協力し清掃活動実施

➁ Ｒ６～７ あがたの森ストリート
デザインワークショップ

➂ Ｒ７ 鯛萬の井戸
清掃ボランティア意見交換会

➃ Ｒ８ 松本若者地域
アクションプロジェクト

取組状況➃ 若者が地域に入っていくきっかけを作る「松本若者地域アクションPJ]を始動。井戸を守
り続けていくことへの課題を、実際に清掃活動をしながら一緒に考える。（R８年度～）
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３．今後の取組スケジュール

「松本まちなかグリーンインフラアクションプラン」に掲げるロードマップ
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